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(57)【要約】
【課題】　ＦＭ放送を主として聴くリスナーに対して与
える不快感の軽減を図る。
【解決手段】　バッテリがデジタルラジオ受信機１本体
に装着され、かつ、デジタルラジオ受信機１本体の電源
が投入された状態で、操作入力によってＦＭ放送を受信
するように受信バンドが切り替えられた場合に、ＤＡＢ
を受信するＤＡＢ受信工程と、ＤＡＢ受信工程で受信さ
れたＤＡＢに含まれる時刻情報を抽出する時刻抽出工程
と、時刻抽出工程で抽出された時刻情報を、当該時刻情
報を表示するための表示部１ｏの有する表示画面に表示
する時刻情報表示工程と、ＦＭ放送を受信して、受信し
たＦＭ放送のデータを出力するFM放送受信工程とを含む
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタルラジオ受信機本体の電源を投入するための電源スイッチと、
　ＦＭ（Frequency Modulation）放送を受信する第１の受信手段と、
　ＤＡＢ（Digital Audio Broadcast）を受信する第２の受信手段と、
　前記第１の受信手段によって受信されるＦＭ放送の受信バンドと、第２の受信手段によ
って受信されるＤＡＢの受信バンドとを操作入力に応じて切り替えるバンド切り替え手段
と、
　前記デジタルラジオ受信機本体に着脱可能で、前記デジタルラジオ受信機本体に装着さ
れた状態で前記第１の受信手段、及び前記第２の受信手段に電力を供給するバッテリと、
　前記バッテリが前記デジタルラジオ受信機本体に装着され、かつ、前記電源が投入され
た状態で、前記操作入力によって前記バンド切り替え手段が前記ＦＭ放送を受信するよう
に切り替えられた場合に、前記第２の受信手段によってＤＡＢを受信して、ＤＡＢに含ま
れる時刻情報を抽出し、抽出した時刻情報を、当該時刻情報を表示するための表示手段に
表示させる表示制御手段と、
　前記第１の受信手段によって受信されたＦＭ放送を受信して、受信したＦＭ放送のデー
タを出力する出力手段と
を備えたデジタルラジオ受信機。
【請求項２】
　バッテリがデジタルラジオ受信機本体に装着され、かつ、デジタルラジオ受信機本体の
電源が投入された状態で、操作入力によってＦＭ放送を受信するように受信バンドが切り
替えられた場合に、ＤＡＢを受信するＤＡＢ受信工程と、
　前記ＤＡＢ受信工程で受信されたＤＡＢに含まれる時刻情報を抽出する時刻抽出工程と
、
　前記時刻抽出工程で抽出された時刻情報を、当該時刻情報を表示するための表示手段に
表示する時刻情報表示工程と、
　ＦＭ放送を受信して、受信したＦＭ放送のデータを出力するFM放送受信工程とを含む時
刻表示方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バッテリを装着した状態でＦＭ放送を受信した場合に、時刻情報を表示画面
に表示するデジタルラジオ受信機、及び時刻表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、欧州規格に準拠して実用化されている時刻情報を含むＤＡＢ（デジタルオーディ
オ放送：Digital Audio Broadcast）を受信して番組を予約可能なデジタルラジオ受信機
が知られている（特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－２９０１７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　かかるデジタルラジオ受信機では、ＤＡＢに含まれる時刻情報を抽出して、抽出した時
刻情報を表示している。
【０００５】
　本発明者のデジタルラジオ受信機の時刻表示に関する検討によれば、デジタル放送とし
て、時刻情報を含むＤＡＢだけではなく、時刻情報を含まないＦＭ放送を受信することが
可能な２バンドのデジタルラジオ受信機を考えると、時刻情報を常に表示させるためには
、デジタルラジオ受信機の電源を投入した後、ＤＡＢ放送を立ち上げた後、一旦ＤＡＢを
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受信して時刻情報を取得した後、取得した時刻に関する情報を表示させねばならない可能
性がある。
【０００６】
　すなわち、かかる２バンドのデジタルラジオ受信機では、デジタルラジオ受信機本体の
電源スイッチを投入した後、ＦＭ放送を受信しようとして立ち上げたとしても、ＦＭ放送
に時刻情報が含まれていないので、時刻表示をさせることが出来ない可能性がある。
【０００７】
　従って、かかる２バンドのデジタルラジオ受信機では、ＦＭ放送を主として聴くリスナ
ーであっても、時刻情報を表示させるためには、所望するＦＭ放送ではなく、ＤＡＢを立
ち上げなければならないので、かかるリスナーに不快感を与えてしまう可能性がある。
【０００８】
　本発明者のデジタルラジオ受信機に関する更なる検討によれば、ＦＭ放送を主として聴
くリスナーに対して与える不快感の軽減を図ることを可能にするデジタルラジオ受信機に
対する産業界の要請が高まっている。
【０００９】
　そこで、本発明は、ＦＭ放送を主として聴くリスナーに対して与える不快感の軽減を図
ることを可能にするデジタルラジオ受信機、及び時刻表示方法を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の骨子は、「バッテリがデジタルラジオ受信機本体に装着され、かつ、電源が投
入された状態で、操作入力によってバンド切り替え手段がＦＭ放送を受信するように切り
替えられた場合に、ＤＡＢを受信して、ＤＡＢに含まれる時刻情報を抽出し、抽出した時
刻情報を、当該時刻情報を表示するための表示手段に表示」させる構成により、ＦＭ放送
を主として聴くリスナーに対して与える不快感の軽減を図ることを可能にするという本願
に特有の効果を達成することにある。
【００１１】
　さて、以上のような本発明の骨子は、具体的には、以下のような手段を講じることによ
って実現される。
【００１２】
　第１の発明は、デジタルラジオ受信機本体の電源を投入するための電源スイッチと、Ｆ
Ｍ放送を受信する第１の受信手段と、ＤＡＢ（Digital Audio Broadcast）を受信する第
２の受信手段と、第１の受信手段によって受信されるFM放送の受信バンドと、第２の受信
手段によって受信されるＤＡＢの受信バンドとを操作入力に応じて切り替えるバンド切り
替え手段と、デジタルラジオ受信機本体に着脱可能で、デジタルラジオ受信機本体に装着
された状態で第１の受信手段、及び第２の受信手段に電力を供給するバッテリと、バッテ
リがデジタルラジオ受信機本体に装着され、かつ、電源が投入された状態で、操作入力に
よってバンド切り替え手段がＦＭ放送を受信するように切り替えられた場合に、第２の受
信手段によってＤＡＢを受信して、ＤＡＢに含まれる時刻情報を抽出し、抽出した時刻情
報を、当該時刻情報を表示するための表示手段に表示させる表示制御手段と、第１の受信
手段によって受信されたＦＭ放送を受信して、受信したＦＭ放送のデータを出力する出力
手段とを備えたデジタルラジオ受信機である。
【００１３】
　これにより、バッテリがデジタルラジオ受信機本体に装着され、かつ、電源が投入され
た状態で、操作入力によってバンド切り替え手段がＦＭ放送を受信するように切り替えら
れた場合に、前記第２の受信手段によってＤＡＢが受信され、ＤＡＢに含まれる時刻情報
が抽出され、抽出された時刻情報が、表示制御手段によって当該時刻情報を表示するため
の表示手段に表示されるので、リスナーは、ＦＭ放送を聴く場合に、わざわざスイッチを
操作してＤＡＢを受信する必要が無くなることになる。
【００１４】
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　この結果、ＦＭ放送を主として聴くリスナーに対して与える不快感の軽減を図ることが
可能になる。
【００１５】
　第２の発明は、バッテリがデジタルラジオ受信機本体に装着され、かつ、デジタルラジ
オ受信機本体の電源が投入された状態で、操作入力によってＦＭ放送を受信するように受
信バンドが切り替えられた場合に、ＤＡＢを受信するＤＡＢ受信工程と、ＤＡＢ受信工程
で受信されたＤＡＢに含まれる時刻情報を抽出する時刻抽出工程と、時刻抽出工程で抽出
された時刻情報を、当該時刻情報を表示するための表示手段に表示する時刻情報表示工程
と、ＦＭ放送を受信して、受信したＦＭ放送のデータを出力するＦＭ放送受信工程とを含
む時刻表示方法である。
【００１６】
　これにより、バッテリがデジタルラジオ受信機本体に装着され、かつ、電源が投入され
た状態で、操作入力によってＦＭ放送を受信するように受信バンドが切り替えられた場合
に、ＤＡＢが受信され、ＤＡＢに含まれる時刻情報が抽出され、抽出された時刻情報が、
当該時刻情報を表示するための表示手段に表示されるので、リスナーは、ＦＭ放送を聴く
場合に、わざわざスイッチを操作してＤＡＢを受信する必要が無くなることになる。
【００１７】
　この結果、ＦＭ放送を主として聴くリスナーに対して与える不快感の軽減を図ることが
可能になる。
【００１８】
　なお、ここでは、説明の簡略化を図る観点から、本発明のうち「装置」、及び「方法」
として表現された発明のみに関して説明を行ったが、これに限らず、本発明の要旨を変更
しない範囲内で「プログラム」及び「記録媒体」等の任意のカテゴリーとして表現しても
よいことは言うまでもない。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、ＦＭ放送を主として聴くリスナーに対して与える不快感の軽減を図る
ことが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の最良の形態に関し、図面を参照して説明する。
【００２１】
　図１は、本発明に係るデジタルラジオ受信機１の全体構成の一例を示す模式図である。
【００２２】
　本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１は、欧州規格に準拠して実用化されている
時刻情報を含むＤＡＢと、時刻情報を含まない、ＲＤＳ（Radio Data System）放送以外
のＦＭ放送とを操作者の操作入力によって選択的に切り換えることが可能なデジタルラジ
オ受信機である。
【００２３】
　本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１は、図示しないバッテリがデジタルラジオ
受信機本体１に装着され、かつ、電源が投入された状態で、操作入力によってバンド切り
替えスイッチ１ｂが時刻情報を含まないＦＭ放送を受信するように切り替えられた場合に
、時刻情報を含むＤＡＢを受信して、ＤＡＢに含まれる時刻情報を抽出し、抽出した時刻
情報を、当該時刻情報を表示するための表示部１ｏの有する図示しない表示画面に表示さ
せた後、時刻情報を含まないＦＭ放送を受信して、受信したＦＭ放送のデータを外部に出
力するデジタルラジオ受信機である。
【００２４】
　本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１は、電源スイッチ部１ａと、バンド切り替
えスイッチ部１ｂと、ＤＡＢフロントエンド１ｃと、Ａ／Ｄ変換部１ｄと、高速フーリエ
変換部１ｅと、ビタビ復号部１ｆと、オーディオデコーダ部１ｇと、ＦＭ用フロントエン
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ド１ｈと、ＦＭ検波部１ｉと、記憶部１ｊと、制御部１ｋと、出力データ切り替え部１ｌ
と、アンプ部１ｍと、スピーカ部１ｎと、表示部１ｏとを備えている。
【００２５】
　電源スイッチ部１ａは、デジタルラジオ受信機１本体の電源を投入するためのスイッチ
である。この電源スイッチ部１ａが操作者の操作によってオンの状態に切り替えられると
、デジタルラジオ受信機１本体の電源が投入されたことを示す電源投入信号を制御部１ｋ
に出力する。
【００２６】
　バンド切り替えスイッチ部１ｂは、操作者の操作入力に応じてＤＡＢ及びＦＭの何れの
バンドを受信するかを切り替えるスイッチである。このバンド切り替えスイッチ部１ｂが
ＤＡＢを受信する状態に切り替えられると、操作者からＤＡＢを受信する要求があること
を示すＤＡＢ受信要求を制御部１ｋに出力する。このバンド切り替えスイッチ部１ｂがＦ
Ｍを受信する状態に切り替えられると、操作者からＦＭを受信する要求があることを示す
ＦＭ受信要求を制御部１ｋに出力する。
【００２７】
　ＤＡＢフロントエンド１ｃは、ＤＡＢ局との同調制御を行うと共に、当該ＤＡＢ局から
送信されてきたＤＡＢ波を受信し、受信したＤＡＢ波のアナログ信号をＡ／Ｄ変換部１ｄ
に出力する処理を実行する。
【００２８】
　Ａ／Ｄ変換部１ｄは、ＤＡＢフロントエンド１ｃから出力されたアナログ信号をデジタ
ル信号に変換し、変換の結果、得られたデジタル信号を高速フーリエ変換部１ｅに出力す
る。
【００２９】
　高速フーリエ変換部１ｅは、Ａ／Ｄ変換部１ｄから出力されたデジタル信号に含まれる
ＯＦＤＭ波を復調し、復調した結果、得られた信号をビタビ復号部１ｆに出力する。
【００３０】
　ビタビ復号部１ｆは、高速フーリエ変換部１ｅから出力された信号を受け取り、受け取
った信号の誤り訂正を行った後、得られた信号からＦＩＣ（高速情報チャンネルFast Inf
ormation Channel）のデータと、ＭＳＣ（Main Service Channel）のデータとを抽出し、
ＦＩＣのデータを制御部１ｋに、ＭＳＣのデータをオーディオデコード部１ｇにそれぞれ
出力する。
【００３１】
　オーディオデコード部１ｇは、ビタビ復号部１ｆから出力されたＭＳＣのデータを解凍
し、解凍して得られた信号から元の音声データを復元して、復元の結果、得られた音声デ
ータを出力データ切り替え部１ｌに出力する。
【００３２】
　ＦＭフロントエンド部１ｈは、ＦＭ局への同調制御を行うと共に、ＦＭ局から送信され
てきたＦＭ信号を受信し、受信したＦＭ信号をＦＭ復調部１ｉに出力する処理を実行する
。
【００３３】
　ＦＭ復調部１ｉは、ＦＭフロントエンド部１ｈから出力された信号に含まれる中間周波
数信号を増幅し、増幅した結果、得られた信号からコンポジット信号を検波して、得られ
た音声信号を出力データ切り替え部１ｌに出力する。
【００３４】
　記憶部１ｊには、ＤＡＢ放送に含まれる利用可能なサービスに関する情報、サービス、
コンポーネント、サブチャンネル間のリンクに関する情報、ＦＭ局に関する情報、特定の
番組をサポートするかを示す情報、特定の番組の開始を判定するための情報、電源をオフ
する際に、電源をオフする直前に操作者によって選択されていたバンド、放送局、番組等
に関する情報等が記憶されている。
【００３５】



(6) JP 2010-28400 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

　制御部１ｋは、ＤＡＢフロントエンド１ｃと、Ａ／Ｄ変換部１ｄと、高速フーリエ変換
部１ｅと、ビタビ復号部１ｆと、オーディオデコーダ部１ｇと、ＦＭ用フロントエンド１
ｈと、ＦＭ検波部１ｉと、記憶部１ｊと、出力データ切り替え部１ｌと、アンプ部１ｍと
、スピーカ部１ｎと、表示部１ｏとを操作者の操作入力に応じて、図示しないバッテリが
デジタルラジオ受信機本体１に装着され、かつ、電源が投入された状態で、操作入力によ
ってバンド切り替えスイッチ１ｂが時刻情報を含まないＦＭ放送を受信するように切り替
えられた場合に、時刻情報を含むＤＡＢを受信して、ＤＡＢに含まれる時刻情報を抽出し
、抽出した時刻情報を、当該時刻情報を表示するための表示部１ｏの有する図示しない表
示画面に表示させた後、時刻情報を含まないＦＭ放送を受信して、受信したＦＭ放送のデ
ータを外部に出力するように制御する各機能を有する。
【００３６】
　これらの各機能のうち、本発明に特に関連する機能は、以下の各機能である。
【００３７】
　第１の電源オン／オフ判定機能は、デジタルラジオ受信機１本体に設けられた図示しな
いバッテリーボックスに図示しないバッテリが装着された場合に、デジタルラジオ受信機
１本体の電源がオンの状態に切り替えられたかを判定する機能である。
【００３８】
　第１の電源供給制御機能は、前述した第１の電源オン／オフ判定機能によってデジタル
ラジオ受信機１本体の電源がオンの状態に切り替えられたと判定された場合には、ＤＡＢ
フロントエンド１ｃと、Ａ／Ｄ変換部１ｄと、高速フーリエ変換部１ｅと、ビタビ復号部
１ｆと、オーディオデコーダ部１ｇとに電力を供給するように、図示しないバッテリを制
御する機能である。
【００３９】
　第１のＤＡＢ受信制御機能は、第１の電源オン／オフ判定機能によってデジタルラジオ
受信機１本体の電源がオンの状態に切り替えられたと判定された場合に、放送局から送信
されたＤＡＢの電波をスキャンさせることによって、ＤＡＢをＤＡＢフロントエンド部１
ｃに受信させる機能である。
【００４０】
　第１の時刻抽出機能は、ビタビ復号部１ｆから受け取った誤り訂正後のＤＡＢのデータ
を受け取り、受け取ったＤＡＢのデータに含まれる時刻情報を抽出することによって、Ｄ
ＡＢのデータから時刻情報を取得する機能である。
【００４１】
　第１の時刻表示制御機能は、時刻抽出機能によってＤＡＢのデータから抽出された時刻
情報を表示部１ｏの図示しない表示画面に表示させる機能である。
【００４２】
　第１のＦＭ放送受信判定機能は、バンド切り替えスイッチ部１ｂの操作入力によって選
択された受信バンドがＦＭ放送に切り替えられたかを判定する機能である。
【００４３】
　第１のＦＭ放送受信制御機能は、前述した第１のＦＭ放送受信判定機能によりバンド切
り替えスイッチ部１ｂの操作入力によって選択された受信バンドがＦＭ放送に切り替えら
れたと判定した場合には、ＦＭフロントエンド部１ｈにＦＭ放送を受信させる機能である
。
【００４４】
　第１の電源オフ処理実行機能は、電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられたと
判定した場合には、そのままデジタルラジオ受信機１本体の電源をオフする処理を実行す
る機能である。
【００４５】
　第２の電源オンオフ判定機能は、電源オフ処理実行機能によってデジタルラジオ受信機
１本体の電源をオフする処理が実行された後、当該デジタルラジオ受信機１本体の電源が
オンの状態に切り替えられたかを判定する機能である。
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【００４６】
　前回受信バンド判定機能は、前述した第２の電源オンオフ判定機能によってデジタルラ
ジオ受信機１本体の電源がオンの状態に切り替えられたと判定した場合に、前回受信した
バンドがＦＭ放送であったかを判定する機能である。
【００４７】
　時刻表示準備画面表示制御機能は、前述した前回受信バンド判定機能によって前回受信
したバンドがＦＭ放送であったと判定した場合には、時刻表示を行う準備を行っているこ
とを示す「“Ｃｌｏｃｋ ｓｅｔｔｉｎｇ”」という表示を、表示部１ｏの表示画面に表
示させる機能である。
【００４８】
　第２の時刻抽出機能は、前述した前回受信バンド判定機能により前回受信したバンドが
ＤＡＢであったと判定した場合には、ＤＡＢを受信して、ビタビ信号復号部１ｆから受け
取ったＤＡＢのデータから時刻情報を抽出することによって、時刻情報を取得する機能で
ある。
【００４９】
　第２の時刻表示制御機能は、前述した第２の時刻抽出機能により取得した時刻情報を表
示部１ｏの表示画面に表示させる機能である。
【００５０】
　第３の時刻抽出機能は、前述した時刻表示準備画面表示制御機能によって時刻表示を行
う準備を行っていることを示す「“Ｃｌｏｃｋ ｓｅｔｔｉｎｇ”」という表示を、表示
部１ｏの表示画面に表示させている間に、ＤＡＢフロントエンド部１ｃにＤＡＢを受信さ
せ、ビタビ信号復号部１ｆから受け取ったＤＡＢのデータから時刻情報を抽出することに
よって、時刻情報を取得する機能である。
【００５１】
　第３の時刻表示制御機能は、前述した第３の時刻抽出機能によって取得した時刻情報を
表示部１ｏの表示画面に表示させる機能である。
【００５２】
　ＦＭ受信処理制御機能は、ＦＭ放送を受信する受信処理をＦＭフロントエンド部１ｈに
実行させる機能である。
【００５３】
　第２のＤＡＢ受信制御機能は、デジタルラジオ受信機１本体に図示しないＡＣアダプタ
等の外部電源が接続された場合に、放送局から送信されたＤＡＢの電波をスキャンさせる
ことによって、ＤＡＢをＤＡＢフロントエンド部に受信させる機能である。
【００５４】
　第４の時刻抽出機能は、ビタビ復号部１ｆから受け取った誤り訂正後のＤＡＢのデータ
を受け取り、受け取ったＤＡＢのデータに含まれる時刻情報を抽出することによって、Ｄ
ＡＢのデータから時刻情報を取得する機能である。
【００５５】
　第４の時刻情報表示制御機能は、第４の時刻抽出機能によってＤＡＢのデータから抽出
された時刻情報を表示部１ｏの表示画面に表示させる機能である。
【００５６】
　第２の電源オンオフ判定機能は、前述した第４の時刻情報表示制御機能により、時刻情
報が表示部１ｏの表示画面に表示された後で、デジタルラジオ受信機１本体の電源がオン
の状態に切り替えられたかを判定する機能である。
【００５７】
　第３のＤＡＢ受信制御機能は、前述した第２の電源オンオフ判定機能によりデジタルラ
ジオ受信機１本体の電源がオンの状態に切り替えられた場合には、放送局から送信された
ＤＡＢの電波をスキャンさせることによって、ＤＡＢをＤＡＢフロントエンド部１ｃに受
信させる機能である。
【００５８】
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　第５の時刻情報表示制御機能は、第３のＤＡＢ受信制御機能によって受信され、ビタビ
復号部１ｆから受け取った誤り訂正後のＤＡＢのデータを受け取り、受け取ったＤＡＢの
データに含まれる時刻情報を抽出することによって、ＤＡＢのデータから時刻情報を取得
し、ＤＡＢのデータから抽出することによって取得した時刻情報を表示部１ｏの表示画面
に表示させる機能である。
【００５９】
　第２のＦＭ放送受信判定機能は、第５の時刻情報表示制御機能によって時刻情報が表示
部１ｏの表示画面に表示された後、バンド切り替えスイッチ部１ｂの操作入力によって選
択された受信バンドがＦＭ放送に切り替えられたかを判定する機能である。
【００６０】
　第２のＦＭ放送受信制御機能は、前述した第２のＦＭ放送受信判定機能によってバンド
切り替えスイッチ部１ｂの操作入力によって選択された受信バンドがＦＭ放送に切り替え
られたと判定した場合には、ＦＭ放送を受信する受信処理をＦＭフロントエンド部１ｈに
実行させる機能である。
【００６１】
　第６の時刻情報表示制御機能は、前述した第２のＦＭ放送受信制御機能によってＦＭ放
送を受信した後、時刻情報を表示部１ｏの表示画面に表示させる機能である。
【００６２】
　電源オフ判定機能は、第６の時刻情報表示制御機能によって時刻情報が表示部１ｏの表
示画面に表示された後で、電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられたかを判定す
る機能である。
【００６３】
　第２の電源オフ処理実行機能は、電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられたと
判定した場合には、そのままデジタルラジオ受信機１本体の電源をオフする処理を実行す
る機能である。
【００６４】
　出力データ切り替え部１ｌは、ＤＡＢ放送のデータ又はＦＭ放送のデータと、外部に接
続された他のメディア、例えばＣＤやカセットテープ等から読み出された音声データとを
予め定められた優先順位に応じて選択的に切り換えて出力する機能を有する。
【００６５】
　アンプ１ｍは、出力データ切り替え部１ｌから出力された音声データを増幅してスピー
カ１ｎに出力する。
【００６６】
　スピーカ１ｎは、アンプ１ｍから出力された音声データを音声として外部に出力する。
【００６７】
　表示部１ｏは、時刻の情報を表示する表示画面を備えている。
【００６８】
　次に、以上のように構成されたデジタルラジオ受信機の実行する実行処理に関し、図面
を参照して説明する。
【００６９】
　図２及び図３は、本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機に対してバッテリによって
給電した場合に、当該デジタルラジオ受信機１の実行する実行処理を説明するためのフロ
ーチャートである。
【００７０】
　始めに、本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１に対してバッテリによって給電し
た場合に、当該デジタルラジオ受信機１の実行する実行処理に関して説明する。
【００７１】
　本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１本体に設けられた図示しないバッテリーボ
ックスに図示しないバッテリが装着されると（Ａ１）、制御部１ｋは、デジタルラジオ受
信機１本体の電源がオンの状態に切り替えられたかを判定する（Ａ２）。
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【００７２】
　制御部１ｋは、前述した工程Ａ２でデジタルラジオ受信機１本体の電源がオンの状態に
切り替えられたと判定された場合には（Ａ２：Ｙｅｓ）、ＤＡＢフロントエンド１ｃと、
Ａ／Ｄ変換部１ｄと、高速フーリエ変換部１ｅと、ビタビ復号部１ｆと、音声デコーダ部
１ｇとに電力を供給する（Ａ３）。
【００７３】
　一方、制御部１ｋは、前述した工程Ａ２でラジオ受信機１本体の電源がオンの状態に切
り替えられていないと判定された場合には（Ａ２：No）、デジタルラジオ受信機１本体の
電源がオンの状態に切り替えられたかに関する判定処理を繰り返す。
【００７４】
　工程A４では、制御部１ｋは、放送局から送信されたＤＡＢの電波をスキャンさせるこ
とによって、ＤＡＢをＤＡＢフロントエンド部１ｃに受信させる。
【００７５】
　工程Ａ５では、制御部１ｋは、ビタビ復号部１ｆから受け取った誤り訂正後のＤＡＢの
データを受け取り、受け取ったＤＡＢのデータに含まれる時刻情報を抽出することによっ
て、ＤＡＢのデータから時刻情報を取得する。
【００７６】
　工程Ａ６では、制御部１ｋは、ＤＡＢのデータから抽出した時刻情報を表示部１ｏの表
示画面に表示させる。
【００７７】
　工程Ａ７では、制御部１ｋは、バンド切り替えスイッチ部１ｂの操作入力によって選択
された受信バンドがＦＭ放送に切り替えられたかを判定する。
【００７８】
　制御部１ｋは、前述した工程Ａ７でバンド切り替えスイッチ部１ｂの操作入力によって
選択された受信バンドがＦＭ放送に切り替えられたと判定した場合には（Ａ７：Ｙｅｓ）
、ＦＭフロントエンド部１ｈにＦＭ放送を受信させる（Ａ８）。
【００７９】
　一方、制御部１ｋは、前述した工程Ａ７でバンド切り替えスイッチ部１ｂの操作入力に
よって選択された受信バンドがＦＭ放送に切り替えられていないと判定した場合には（Ａ
７：Ｎｏ）、電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられたかを判定する（Ａ９）。
【００８０】
　工程Ａ１０では、制御部１ｋは、ＤＡＢのデータから取得した時刻情報を表示部１ｏの
表示画面に表示させる。
【００８１】
　制御部１ｋは、前述した工程Ａ９で電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられた
と判定した場合には（Ａ９：Ｙｅｓ）、そのままデジタルラジオ受信機１本体の電源をオ
フする処理を実行する。
【００８２】
　一方、制御部１ｋは、前述した工程Ａ９で電源スイッチがオフの状態に切り替えられて
いないと判定した場合には（Ａ９：Ｎｏ）、前述したバンド切り替えスイッチ部１ｂの操
作入力によって選択された受信バンドがＦＭ放送に切り替えられたかに関する判定処理を
実行する。
【００８３】
　工程Ａ１１では、制御部１ｋは、電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられたか
を判定する。
【００８４】
　制御部１ｋは、前述した工程Ａ１１で電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられ
たと判定された場合には（Ａ１１：Ｙｅｓ）、そのままデジタルラジオ受信機１本体の電
源をオフする処理を実行する。
【００８５】
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　一方、制御部１ｋは、前述した工程Ａ１１で電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替
えられていないと判定された場合には（Ａ１１：Ｎｏ）、電源スイッチ部１ａがオフの状
態に切り替えられたかに関する判定処理を繰り返す。
【００８６】
　工程Ａ１２では、制御部１ｋは、デジタルラジオ受信機１本体の電源がオンの状態に切
り替えられたかを判定する。
【００８７】
　制御部１ｋは、前述した工程Ａ１２でデジタルラジオ受信機１本体の電源がオンの状態
に切り替えられたと判定した場合には（Ａ１２：Ｙｅｓ）、前回受信したバンドがＦＭ放
送であったかを判定する（Ａ１３）。
【００８８】
　一方、制御部１ｋは、前述した工程Ａ１２でデジタルラジオ受信機１本体の電源がオン
の状態に切り替えられていないと判定した場合には（Ａ１２：Ｎｏ）、デジタルラジオ受
信機１本体の電源がオンの状態に切り替えられたかに関する判定処理を繰り返す。
【００８９】
　制御部１ｋは、前述した工程Ａ１３で前回受信したバンドがＦＭ放送であったと判定し
た場合には（Ａ１３：Ｙｅｓ）、時刻表示を行う準備を行っていることを示す「“Ｃｌｏ
ｃｋ ｓｅｔｔｉｎｇ”」という表示を、表示部１ｏの表示画面に表示させる（Ａ１４）
。
【００９０】
　一方、制御部１ｋは、前述した工程Ａ１３で前回受信したバンドがＤＡＢであったと判
定した場合には（Ａ１３：Ｎｏ）、ＤＡＢを受信して、ビタビ信号復号部１ｆから受け取
ったＤＡＢのデータから時刻情報を抽出することによって、時刻情報を取得する（Ａ１５
）。
【００９１】
　工程Ａ１６では、制御部１ｋは、ＤＡＢフロントエンド部１ｃにＤＡＢを受信させる。
【００９２】
　工程Ａ１７では、制御部１ｋは、前述した工程Ａ１５で取得した時刻情報を表示部１ｏ
の表示画面に表示させる。
【００９３】
　工程Ａ１８では、制御部１ｋは、ビタビ信号復号部１ｆから受け取ったＤＡＢのデータ
から時刻情報を抽出することによって、時刻情報を取得する。
【００９４】
　工程Ａ１９では、制御部１ｋは、電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられたか
を判定する。
【００９５】
　制御部１ｋは、前述した工程Ａ1９で電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられ
たと判定された場合には（Ａ１９：Ｙｅｓ）、そのままデジタルラジオ受信機１本体の電
源をオフする処理を実行して、実行処理を終了する。
【００９６】
　制御部１ｋは、前述した工程Ａ1９で電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられ
ていないと判定された場合には（Ａ１９：Ｎｏ）、そのまま前述したＤＡＢをＤＡＢフロ
ントエンド部１ｃに受信させる処理を継続する。
【００９７】
　工程Ａ２０では、制御部１ｋは、前述した工程Ａ１８で取得した時刻情報を表示部１ｏ
の表示画面に表示させる。
【００９８】
　工程Ａ２１では、制御部１ｋは、ＦＭ放送を受信する受信処理をＦＭフロントエンド部
１ｈに実行させる。
【００９９】
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　工程Ａ２２では、制御部１ｋは、電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられたか
を判定する。
【０１００】
　制御部１ｋは、前述した工程Ａ２２で電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられ
たと判定された場合には（Ａ２２：Ｙｅｓ）、そのままデジタルラジオ受信機１本体の電
源をオフする処理を実行する。
【０１０１】
　一方、制御部１ｋは、前述した工程Ａ２２で電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替
えられていないと判定された場合には（Ａ２２：Ｎｏ）、そのまま前述したＤＡＢをＤＡ
Ｂフロントエンド部１ｃに受信させる処理を継続する。
【０１０２】
　以上のような一連の処理により、本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１は、当該
デジタルラジオ受信機１に対してバッテリによって給電した場合に実行する実行処理を終
了する。
【０１０３】
　次に、本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１に対して図示しないＡＣアダプタ等
の外部電源によって給電した場合に、当該デジタルラジオ受信機１の実行する実行処理に
関して説明する。
【０１０４】
　図４は、本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１に対してＡＣアダプタ等の外部電
源によって給電した場合に、当該デジタルラジオ受信機１の実行する実行処理を説明する
ためのフローチャートである。
【０１０５】
　始めに、制御部１ｋは、本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１本体に図示しない
ＡＣアダプタ等の外部電源が接続されると（Ｂ１）、放送局から送信されたＤＡＢの電波
をスキャンさせることによって、ＤＡＢをＤＡＢフロントエンド部１ｃに受信させる（Ｂ
２）。
【０１０６】
　工程Ｂ３では、制御部１ｋは、ビタビ復号部１ｆから受け取った誤り訂正後のＤＡＢの
データを受け取り、受け取ったＤＡＢのデータに含まれる時刻情報を抽出することによっ
て、ＤＡＢのデータから時刻情報を取得する。
【０１０７】
　工程Ｂ４では、制御部１ｋは、ＤＡＢのデータから抽出した時刻情報を表示部１ｏの表
示画面に表示させる。
【０１０８】
　工程Ｂ５では、制御部１ｋは、デジタルラジオ受信機１本体の電源がオンの状態に切り
替えられたかを判定する。
【０１０９】
　制御部１ｋは、前述した工程Ｂ５でデジタルラジオ受信機１本体の電源がオンの状態に
切り替えられた場合には（Ｂ５：Ｙｅｓ）、放送局から送信されたＤＡＢの電波をスキャ
ンさせることによって、ＤＡＢをＤＡＢフロントエンド部１ｃに受信させる（Ｂ６）。
【０１１０】
　一方、制御部１ｋは、前述した工程Ｂ５でラジオ受信機１本体の電源がオンの状態に切
り替えられていないと判定された場合には（Ｂ５：Ｎｏ）、デジタルラジオ受信機１本体
の電源がオンの状態に切り替えられたかに関する判定処理を繰り返す。
【０１１１】
　工程Ｂ７では、制御部１ｋは、ビタビ復号部１ｆから受け取った誤り訂正後のＤＡＢの
データを受け取り、受け取ったＤＡＢのデータに含まれる時刻情報を抽出することによっ
て、ＤＡＢのデータから時刻情報を取得し、ＤＡＢのデータから抽出することによって取
得した時刻情報を表示部１ｏの表示画面に表示させる。
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【０１１２】
　工程Ｂ８では、制御部１ｋは、バンド切り替えスイッチ部１ｂの操作入力によって選択
された受信バンドがＦＭ放送に切り替えられたかを判定する。
【０１１３】
　制御部１ｋは、前述した工程Ｂ８でバンド切り替えスイッチ部１ｂの操作入力によって
選択された受信バンドがＦＭ放送に切り替えられたと判定した場合には（Ｂ８：Ｙｅｓ）
、ＦＭ放送を受信させる処理をＦＭフロントエンド部１ｈに実行させる（Ｂ９）。
【０１１４】
　一方、制御部１ｋは、前述した工程Ｂ８でバンド切り替えスイッチ部１ｂの操作入力に
よって選択された受信バンドがＦＭ放送に切り替えられていないと判定した場合には（Ｂ
８：Ｎｏ）、電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられたかを判定する（Ｂ１０）
。
【０１１５】
　制御部１ｋは、前述した工程Ｂ１０で電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられ
たと判定した場合には（Ｂ１０：Ｙｅｓ）、そのままデジタルラジオ受信機１本体の電源
をオフする処理を実行する。
【０１１６】
　一方、制御部１ｋは、前述した工程Ｂ１０で電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替
えられていないと判定された場合には（Ｂ１０：Ｎｏ）、前述したバンド切り替えスイッ
チ部１ｂの操作入力によって選択された受信バンドがＦＭ放送に切り替えられたかに関す
る判定処理を実行する。
【０１１７】
　工程Ｂ１１では、制御部１ｋは、時刻情報を表示部１ｏの表示画面に表示させる。
【０１１８】
　工程Ｂ１２では、制御部１ｋは、電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられたか
を判定する。
【０１１９】
　制御部１ｋは、前述した工程Ｂ１２で電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替えられ
たと判定した場合には（Ｂ１２：Ｙｅｓ）、そのままデジタルラジオ受信機１本体の電源
をオフする処理を実行する。
【０１２０】
　一方、制御部１ｋは、前述した工程Ｂ１２で電源スイッチ部１ａがオフの状態に切り替
えられていないと判定した場合には（Ｂ１２：Ｎｏ）、電源スイッチ部１ａがオフの状態
に切り替えられたかに関する判定処理を繰り返す。
【０１２１】
　工程Ｂ１３では、制御部１ｋは、デジタルラジオ受信機１本体の電源がオンの状態に切
り替えられたかを判定する。
【０１２２】
　制御部１ｋは、前述した工程Ｂ１３でデジタルラジオ受信機１本体の電源がオンの状態
に切り替えられたと判定した場合には（Ｂ１３：Ｙｅｓ）、前述した工程Ｂ２と同様に、
放送局から送信されたＤＡＢの電波をスキャンさせることによって、ＤＡＢを受信させる
処理をＤＡＢフロントエンド部１ｃに実行させる。
【０１２３】
　一方、制御部１ｋは、前述した工程Ｂ１３でデジタルラジオ受信機１本体の電源がオン
の状態に切り替えられていないと判定した場合には（Ｂ１３：Ｎｏ）、そのまま処理を終
了する。
【０１２４】
　以上のような一連の処理により、本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１は、当該
デジタルラジオ受信機１に対してＡＣアダプタ等の外部電源によって給電した場合に実行
する実行処理を終了する。
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　上述したように、本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１によれば、バッテリがデ
ジタルラジオ受信機本体に装着され、かつ、電源が投入された状態で、操作入力によって
ＦＭ放送を受信するように受信バンドが切り替えられた場合に、ＤＡＢが受信され、ＤＡ
Ｂに含まれる時刻情報が抽出され、抽出された時刻情報が、当該時刻情報を表示するため
の表示部１ｏの表示画面に表示されるので、リスナーは、ＦＭ放送を聴く場合に、わざわ
ざスイッチを操作してＤＡＢを受信する必要が無くなることになる。
【０１２６】
　この結果、ＦＭ放送を主として聴くリスナーに対して与える不快感の軽減を図ることが
可能になる。
【０１２７】
　なお、本発明は、上記実施の形態に限定されるものではなく、実施段階では本発明の要
旨を逸脱しない範囲内で種々の変更が可能である。更に上記実施の形態には種々の段階の
発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適宜な組み合わせにより種々の
発明が生成され得る。例えば実施の形態に示される全構成要件からいくつかの要件が省略
されることで発明が生成される場合には、その生成された発明を実施する段階では省略部
分が周知慣用技術で補われるものである。
【０１２８】
　その他、本発明は、その要旨を逸脱しない範囲内で種々変更して実施することが出来る
。
【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】本発明に係るデジタルラジオ受信機１の全体構成の一例を示す模式図である。
【図２】本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１に対してバッテリによって給電した
場合に、当該デジタルラジオ受信機１の実行する実行処理を説明するためのフローチャー
トである。
【図３】本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１に対してバッテリによって給電した
場合に、当該デジタルラジオ受信機１の実行する実行処理を説明するためのフローチャー
トである。
【図４】本実施の形態に係るデジタルラジオ受信機１に対してＡＣアダプタ等の外部電源
によって給電した場合に、当該デジタルラジオ受信機１の実行する実行処理を説明するた
めのフローチャートである。
【符号の説明】
【０１３０】
１　デジタルラジオ受信機、１ａ　電源スイッチ部、１ｂ　バンド切り替えスイッチ部、
１ｃ　ＤＡＢフロントエンド、１ｄ　Ａ／Ｄ変換部、１ｅ　高速フーリエ変換部、１ｆ　
ビタビ復号部、１ｇ　オーディオデコーダ部、１ｈ　ＦＭ用フロントエンド、１ｉ　ＦＭ
検波部、１ｊ　記憶部、１ｋ　制御部、１ｌ　出力データ切り替え部、１ｍ　アンプ部、
１ｎ　スピーカ部、１ｏ　表示部



(14) JP 2010-28400 A 2010.2.4

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(15) JP 2010-28400 A 2010.2.4

フロントページの続き

(72)発明者  樋口　順保
            東京都港区港南１丁目７番１号　ソニー株式会社内
Ｆターム(参考) 5K061 AA03  AA09  AA13  BB06  CC27  CC31  DD09  JJ07 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

